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元
大
学
神
学
部
名
誉
教
授
山
崎
亨
先
生
は
、
去
る

五
月
七
日
、
八
十
年
の
生
涯
を
終
え
て
天
に
倒
さ
れ

今
出
川
校
地
に
は
、
明
治
の
風
格
を
漂
わ
せ
る
建

物
(
重
要
文
化
財
)
が
五
棟
あ
る
。
中
で
も
、
多
く

の
同
志
社
人
の
心
の
中
に
同
志
社
の
象
徴
的
建
物
と

し
て
"
ぢ
い
て
い
る
の
は
、
ク
ラ
ー
ク
黒
館
(
旧

神
学
館
)
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
前
仙
紀
の
煉

瓦
建
築
の
、
地
裟
や
台
風
時
に
お
け
る
危
険
皮
が
一

九
五
0
年
に
な
っ
て
皮
々
指
摘
さ
れ
、
事
実
、
中
に

い
た
私
九
ち
は
し
ぱ
し
ぱ
肝
を
冷
す
経
験
を
持
っ

九
。
そ
の
頃
、
神
学
部
長
は
山
崎
先
生
で
あ
っ
た
。

先
生
は
、
大
学
を
通
し
て
京
大
工
学
部
に
調
査
を
依

頼
し
、
震
度
三
で
倒
壊
の
公
算
大
と
い
う
報
告
を

得
、
早
速
内
部
補
強
と
共
に
外
側
に
巨
大
な
支
壁
を

造
ら
せ
て
強
化
を
計
ら
れ
た
。
お
際
で
こ
の
建
物

は
、
倒
壊
を
免
れ
今
に
い
た
る
も
そ
の
美
し
い
姿
を

天
空
に
聳
立
さ
せ
て
い
る
。

現
神
学
館
の
建
設
も
、
ま
九
山
崎
神
学
部
長
時
代

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
当
時
、
世
界
教
会
協

議
会
(
W
C
S
 
に
神
学
教
育
基
金
(
T
E
F
)
と

い
う
部
門
が
あ
り
世
界
の
有
力
神
学
教
育
機
関
を
選

ん
で
重
点
的
に
援
助
を
行
う
計
画
を
持
っ
て
い
た
。

山
崎
部
長
は
逸
早
く
こ
の
基
金
に
申
型
L
行
い
、
各

方
面
の
支
持
を
取
り
つ
け
、
幸
い
に
援
助
の
指
定
を

獲
得
さ
れ
九
。
こ
れ
を
基
K
大
学
は
さ
ら
に
資
金
を

支
出
し
、
現
在
の
神
学
館
は
完
成
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
私
た
ち
は
、
ク
ラ
ー
ク
悪
館
と
現
神
学
館

の
双
方
を
見
上
げ
る
度
に
、
山
崎
先
生
の
御
惹
を

思
い
感
謝
の
念
を
新
ら
六
に
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
山
崎
先
生
の
同
志
社
と
く
に
神
学
部
に

対
す
る
御
貢
献
を
シ
ン
ボ
リ
カ
ル
に
述
べ
九
の
で
あ

つ
て
、
先
生
の
御
功
績
が
単
に
建
物
に
関
す
る
こ
と

に
凶
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
先

生
の
本
領
は
、
も
ち
ろ
ん
旧
約
学
の
研
究
と
神
学
教

育
と
に
あ
っ
六
。
そ
の
著
作
論
文
は
、
一
九
四
0
年

代
よ
り
四
0
年
に
わ
た
り
、
旧
約
概
論
、
予
言
者
研

究
、
聖
書
の
注
解
的
研
究
な
ど
広
範
囲
に
亘
っ
た
。

そ
の
う
ち
『
予
言
者
の
研
究
』
(
一
九
四
五
年
)
は

東
大
に
、
『
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
注
解
』
(
一
九
五
二
年
)

は
同
志
社
大
学
に
学
絡
求
論
文
と
し
て
提
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
文
学
博
士
、
神
学
博
士
の
学
位
を
受

領
さ
れ
た
。
先
生
の
学
風
の
特
色
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

宗
教
史
と
関
連
宗
教
史
お
よ
び
政
治
史
社
会
史
の
綿

密
な
考
証
と
Ⅲ
約
霽
の
周
到
な
語
学
的
文
献
学
的

バ

釈
義
と
に
あ
り
、
そ
の
優
れ
た
業
績
の
故
に
、

ク
レ
ー
の
太
平
洋
神
学
校
に
客
員
教
授
と
し
て
招
か

れ
、
ま
た
そ
の
時
、
同
校
か
ら
名
誉
学
位
を
贈
ら
れ

故山崎亨先生を偲ぶ

(大学神学部教授)
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九
。

先
生
は
優
れ
九
研
究
者
で
あ
る
と
共
に
、
激
し
い

気
迫
と
細
や
か
な
愛
に
満
ち
九
教
育
者
で
あ
っ
九
。

私
自
身
学
生
時
代
・
聖
書
語
学
、
史
的
批
判
、
文
献

批
判
、
古
代
宗
教
史
、
予
言
者
研
究
な
ど
、
旧
約
学

の
基
本
を
先
生
か
ら
学
ぷ
幸
を
持
っ
九
の
で
あ
る

が
、
最
も
感
銘
を
受
け
九
の
は
予
言
者
の
器
で
あ

つ
九
。
語
学
的
分
析
や
史
的
考
証
に
ょ
っ
て
予
言
者

九
ち
の
生
涯
や
思
祭
輪
郭
を
現
わ
す
と
、
俄
か
に

先
生
自
身
が
イ
ザ
ヤ
や
エ
ゼ
キ
エ
ル
に
見
え
て
来

て
、
二
千
数
百
年
を
越
え
て
彼
ら
の
声
が
粋
き
出

す
。
そ
の
声
は
、
神
の
言
を
取
次
ぎ
、
不
義
を
憤

り
、
義
人
の
悲
運
に
涙
し
、
法
儒
怠
慢
の
わ
れ
わ
れ

学
生
を
叱
陀
し
、
か
つ
温
い
慰
め
と
励
ま
し
を
与
え

る
の
で
あ
っ
九
。
私
た
ち
は
、
講
義
の
度
に
山
崎
先

生
を
衝
き
動
か
す
神
の
力
を
実
感
し
て
畏
怖
し
つ
つ

も
心
底
魅
せ
ら
れ
て
行
っ
九
。
予
言
者
的
劣
と

は
、
自
d
を
神
の
座
に
据
え
威
猛
高
に
他
を
非
難
糾

弾
す
る
態
度
と
は
全
く
異
る
。
先
生
は
、
学
問
や
信

仰
や
経
済
状
態
に
悩
み
を
持
ち
脱
落
の
瀬
戸
際
に
あ

る
学
生
を
、
部
長
室
や
自
宅
に
よ
び
、
一
緒
に
修
ま

ず
い
て
祈
る
愛
の
人
で
あ
っ
た
。
ど
れ
ほ
ど
多
く
の

学
生
が
、
先
生
の
人
知
れ
ぬ
支
え
に
ょ
っ
て
再
起
さ

せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

先
生
は
、
一
九
三
0
年
大
学
文
学
部
神
学
科
助
手

と
な
り
、
一
九
七
七
年
定
年
で
退
職
さ
れ
る
ま
で
の

四
七
年
の
間
、
同
志
社
教
育
に
捧
げ
尽
さ
れ
た
。
学

生
時
代
を
合
せ
る
と
同
志
社
生
活
は
優
に
半
世
紀
を

越
え
る
。
一
九
五
五
年
よ
り
六
年
間
神
学
部
長
の
重

責
を
負
い
、
つ
い
で
三
年
間
宗
教
部
長
と
し
て
大
学

の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
責
任
者
で
あ
ら
れ
た
。

神
学
部
や
宗
教
部
の
責
任
者
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ

ず
、
先
生
は
い
か
な
る
場
合
で
も
求
め
ら
れ
れ
ぱ
直

ち
に
チ
ャ
ペ
ル
で
学
生
た
ち
に
語
る
こ
と
ぱ
を
持
っ

て
お
ら
れ
九
。
そ
の
炎
の
ご
と
き
熱
弁
は
数
多
く
の

若
者
の
胸
を
動
か
し
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
神
学
部
の
門

を
叩
く
者
も
ま
た
少
く
な
か
っ
九
。
本
学
の
教
授

で
、
学
生
時
代
以
来
山
崎
先
生
よ
り
洗
礼
を
受
け
る

こ
と
を
念
願
と
し
、
つ
い
に
数
年
前
受
洗
の
喜
び
を

得
ら
れ
九
方
も
い
ら
れ
る
の
で
あ
。
天
上
の
先
生
の

霊
に
永
久
の
平
安
を
祈
り
つ
つ
。
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小
野
先
生
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
も

う
四
0
年
近
く
も
前
で
あ
る
。
当
時
、
図
書
館
主
任

と
い
う
こ
と
で
、
湯
浅
八
郎
総
長
兼
図
書
館
長
の
下

で
図
書
館
業
務
の
一
切
を
委
任
さ
れ
て
お
ら
れ
、
私

の
採
用
に
つ
い
て
も
履
歴
書
で
の
審
査
と
面
談
程
度

で
決
ま
っ
て
し
ま
っ
九
。
一
九
四
八
(
昭
和
三
己

年
の
こ
と
で
あ
る
0
 
そ
れ
か
ら
一
九
六
三
(
昭
和
三

八
)
年
一
0
月
に
社
史
史
料
編
集
所
に
転
出
さ
れ
る

ま
で
の
約
一
五
年
、
私
は
同
じ
職
場
で
部
下
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
四
八
(
昭
和
三
己
年
と
い
ぇ
ぱ
、
そ
の
前

年
に
『
日
本
国
憲
法
』
が
公
布
さ
れ
、
『
教
育
基
本

法
』
『
学
校
教
育
法
』
の
制
定
を
見
、
教
育
制
度
が

「
新
制
」
に
切
替
え
ら
れ
る
時
期
で
あ
っ
九
。
し
か

し
、
物
資
欠
乏
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
,
ン
の
激
し
さ

は
、
郵
便
料
金
の
一
挙
四
倍
値
上
げ
な
ど
の
こ
と
も

あ
り
、
同
志
社
で
も
給
料
が
二
倍
に
改
訂
さ
れ
九
こ

と
か
ら
も
、
そ
の
強
烈
さ
が
想
像
さ
れ
よ
う
。
そ
の

よ
う
な
状
況
下
で
、
教
育
の
復
興
と
改
革
が
同
時
に

進
め
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
図

書
館
で
は
そ
の
衝
に
当
る
実
質
的
責
任
者
は
小
野
図

書
館
主
任
で
あ
っ
九
。

そ
れ
よ
り
以
前
、
小
野
先
生
は
一
九
三
三
(
昭
和

＼
)
年
に
福
岡
県
の
八
幡
市
立
図
書
館
(
当
時
)
こ

勤
務
、
同
志
社
へ
は
一
九
三
五
粛
和
一
9
 
年
に

こ
ら
れ
司
書
と
し
て
図
書
館
の
近
代
化
を
推
進
さ
れ

た
0
 
そ
の
一
っ
は
『
日
本
十
進
分
類
法
』
を
参
考
と

し
て
沢
田
勇
次
郎
司
書
と
と
も
に
『
同
志
社
大
学
図

書
分
類
表
』
を
編
纂
し
、
こ
れ
に
ょ
る
蔵
書
の
分
類

整
理
で
、
そ
れ
は
一
九
三
五
(
昭
和
一
0
)
年
頃
の

こ
と
で
あ
る
0
 
つ
い
で
『
日
本
目
録
規
則
』
と
『
日

本
件
名
標
目
表
』
に
準
拠
し
九
著
者
目
録
.
件
名
目

録
及
び
分
類
目
録
の
編
成
を
も
順
次
に
進
め
ら
れ

九
0
 
こ
れ
ら
図
書
整
理
に
関
し
て
は
戦
前
の
日
本
で

最
高
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
0
 
そ
し
て
、
い
ま
一
っ
は
学
園
全
休
の
図
書
整
理

の
標
準
化
.
統
一
化
を
も
進
め
る
計
画
で
部
分
的
に

は
戦
前
既
に
実
行
に
う
つ
さ
れ
九
が
、
戦
争
の
た
め

中
断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
戦
前
の
基
盤
の
上
に
、
戦
後
い
ち
早

く
、
そ
し
て
ょ
り
充
実
し
矣
学
図
書
館
の
実
現
を

指
向
さ
れ
意
欲
的
に
業
務
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

九
0
 
し
か
し
図
書
館
化
お
い
て
技
術
的
な
図
書
整
理

の
問
題
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
重
視
さ
れ
九

わ
け
で
は
な
い
0
 
図
書
館
の
理
念
に
つ
い
て
、
図
書

館
の
歴
史
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
書
誌
学
な
ど
に
も
多

大
の
関
心
を
寄
せ
、
こ
れ
ら
の
分
野
の
研
究
な
ど
は

早
く
か
ら
図
書
館
(
学
)
関
係
の
雑
誌
な
ど
に
発
表

1
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し
て
お
ら
れ
た
が
、
一
九
四
二
(
昭
和
一
七
)
年
、

『
日
本
文
庫
史
』
(
教
育
図
書
)
を
、
一
九
四
三
(
昭

和
一
八
)
年
に
は
『
日
本
蔵
書
印
考
』
(
文
友
堂
)

を
、
さ
ら
に
一
九
四
四
(
昭
和
一
九
)
年
『
日
本
文

庫
史
研
究
』
上
巻
(
大
雅
堂
)
と
い
う
よ
う
に
戦
前

既
に
い
く
つ
か
の
著
述
が
刊
行
さ
れ
て
て
い
る
。

戦
後
も
一
九
四
九
(
昭
和
二
四
年
の
『
図
書
目

録
法
入
門
』
(
京
都
出
版
)
を
籾
め
と
し
て
、
一
九

五
ズ
昭
和
二
七
)
年
『
日
本
図
書
館
史
』
(
蘭
書

房
)
、
一
九
五
四
(
昭
和
二
九
)
年
『
日
本
の
蔵
書

印
』
(
芸
文
社
)
な
ど
な
ど
、
多
く
の
著
作
が
出
版

さ
れ
九
の
で
あ
る
。
図
書
館
(
学
)
関
係
以
外
の
著

述
、
そ
の
ほ
か
多
方
面
に
わ
た
る
多
数
の
論
文
な
ど

も
あ
り
、
そ
の
旺
盛
な
著
作
凝
に
は
感
服
の
ほ
か

な
い
も
の
が
あ
る
。

図
書
館
(
学
)
界
、
そ
の
ほ
か
の
活
動
な
ど
も
盛

ん
に
さ
れ
、
日
本
図
書
館
学
会
(
幹
事
)
、
日
本
図

書
館
研
究
会
(
理
事
)
、
日
本
図
書
館
協
会
(
需

員
、
参
与
)
、
私
立
大
学
図
書
館
協
会
(
顧
問
)
な

ど
で
、
重
要
な
役
割
を
は
た
さ
れ
図
書
館
界
に
貢
献

さ
れ
た
。

司
齊
の
養
成
K
つ
い
て
は
一
九
四
一
(
昭
和
一

六
)
年
に
同
志
社
大
学
図
書
館
学
研
究
会
を
起
し
、

戦
後
こ
の
会
を
母
体
と
し
て
同
志
社
大
学
図
書
館
学

゛

ー
,

講
習
所
を
開
設
し
司
書
養
成
を
初
め
ら
れ
九
。
そ
し

て
こ
れ
が
基
礎
と
な
っ
て
一
九
五
一
(
昭
和
三
ハ
)

年
に
は
「
図
書
館
学
」
が
同
志
社
夏
期
大
学
に
、
翌

年
に
は
文
学
部
に
設
置
さ
れ
、
「
図
書
館
司
書
課
程
」

へ
と
発
展
し
た
と
い
え
よ
う
。
勿
論
多
く
の
関
係
者

の
理
解
と
協
力
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
先
生
は

当
初
か
ら
ご
退
職
ま
で
、
こ
れ
を
担
当
さ
れ
、
退
職

後
は
仏
教
大
学
・
京
都
外
国
語
大
学
で
司
書
養
成
に

熱
中
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

図
書
館
か
ら
社
史
史
料
編
集
所
に
移
ら
れ
て
、
同

志
社
の
記
録
・
文
霄
の
整
理
と
管
理
に
熱
心
に
当
ら

れ
、
そ
の
一
方
で
『
同
志
社
九
十
年
小
史
』
の
編
集

責
任
者
と
し
て
、
短
期
問
に
完
成
に
導
か
れ
、
ご
自

身
で
も
ご
満
足
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

本
年
五
月
ニ
ハ
日
、
八
一
歳
の
個
性
的
な
生
涯
を

閉
じ
ら
れ
た
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

る
0

・^^あの人・この人
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